
第１号

加入目標 ２００名
現加入者 １７３名
新加入者 ３名
目標達成まで ２７名

！

第
四
十
五
回
支
部
定
期
大
会
終
わ
る

五
月
二
十
四
日
に
「
第
四
十
五
回
支
部
定
期
大
会
」
が
二

〇
一
三
年
度
の
総
括
と
二
〇
一
四
年
度
の
運
動
方
針
を
全

会
一
致
で
可
決
し
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

代
議
員
の
出
席
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
り

ま
し
た
が
、
活
発
な
討
論
や
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会

で
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
今
後
の
支
部
の
活
動
に
生
か
し
て

い
き
ま
す
。

大
会
の
中
で
強
調
さ
れ
た
支
部
の
大
き
な
課
題
は
、
組
織

率
の
低
下
で
す
。
昨
年
は
目
標
の
二
〇
〇
名
ま
で
あ
と
三
名

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
き
ま
し
た
が
、
三
月
の
人
事
異
動
で
の

転
出
や
退
職
で
四
月
に
は
か
な
り
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
現

実
で
す
。
今
年
度
は
早
い
う
ち
に
二
〇
〇
名
を
突
破
し
、
二

五
〇
名
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
夏
休
み
に
は
分

会
訪
問
を
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
一
分
会
一
人
の
加
入
で
目
標
を
達
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
評
価
シ
ス
テ
ム
が
二
〇
一
七
年
度
よ
り
給
与
に
反

映
さ
れ
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
と
交
渉
で
き
る
よ
う
に
早

い
う
ち
に
五
〇
％
の
組
織
率
を
ク
リ
ア
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
大
会
は
最
後
に
、
大
会
宣
言
と
大
会
決
議
「
学
校
現

場
の
意
見
を
尊
重
し
た
教
科
書
採
択
制
度
へ
の
改
善
を
求

め
る
決
議
」
と
「
管
理
強
化
と
過
度
な
競
争
を
廃
し
、
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
求
め
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
、
が
ん
ば

ろ
う
三
唱
で
閉
会
し
ま
し
た
。

大 会 宣 言
私たちは本日、ここに第４５回沖教組八重山支部定期大会を開催し、２０１３年度の総

括を行い２０１４年度の運動方針を決定した。

私たちを取り巻く状況は、小学校からの英語導入と授業時数の増加や中学校の武

道必修化、愛国心教育の強制等がすすめられ、さらに教職員評価システム、教員免許

更新制、学力向上推進などとも絡まって、現場の管理強化・多忙化はますます深刻な

状況になっています。また、公務員組合への労働基本権付与、年金支給年齢の引き上

げと定年延長、再任用義務化など大きな課題が山積しています。これらの課題を解決

するために、将来的な労働協約締結権付与にともなう団体交渉を考えると、職場・市

町・支部単位での組合組織率の過半数確保が絶対条件となっています。沖教組八重

山支部は、まずは２００名組合員を目標に、早い時期に組織率過半数を達成しなけれ

ばなりません。

一方、与那国への自衛隊基地建設強行、自衛隊や米軍による民間空港や港湾の使

用、自衛隊参加の防災訓練など宣撫工作ととれる行動が日常化しています。

また、教科書問題に至っては文科省が竹富町教育委員会へ直接是正要求するなど

の不当介入や圧力が強まり、無理矢理「天皇賛美」「憲法改悪」を主張する教科書を使

わせようという意図がありありとみえます。これらは「戦争のできる国と国民づくり」

への布石と言わざるを得ません。私たちはこのような行為に対して強く抗議します。

私たちは憲法９条の理念のもと、武力・軍事力に頼らない平和な社会の建設と「教

え子を再び戦場に送るな！」の決意を再確認し、沖教組八重山支部の強化・発展をめ

ざし、これからの大きな教育課題に立ち向かい、保護者や一般住民と連帯して教育活

動に取り組んでいくことを決意し、第４５回沖教組八重山支部定期大会において宣言

します。

２０１４年５月２４日

第４５回沖教組八重山支部定期大会

委任状と出席代議員で大会成立！

がんばろう三唱をして閉会！

１年間よろしくお願いします！

１分会１名の加入を！
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魂
に
お
い
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頑
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ソ
ウ
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活
発

ス
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リ
ッ
ト



組合加入の必要性（未加入者の皆さんへ）

これまでは・・・
私たち教職員の身分は、法律によって守られています。給料

も、長年がんばっていればそれなりに給料は上がっていくように
なっていました・・・・・が、

これからは・・・
私たちの給料は、評価システムによって個別に管理されること

になります。２０１７年度から業務良好なもの２５％が昇給し、残りの
７５％はあまり上がらないかほとんど上がらなくなります。
他府県では職員を年次で分けて順序よく昇給できるシステム

を作っている県もあります。本県でも教職員組合と県教委で話し
合って、公平公正な評価システムを作ろうと話し合いが始まりま
した。
どのような評価システムになるかは未知数ですし、また、管理

者がいつでも適切な評価ができるとは限りません。

苦情処理は・・・？
評価に対し不服や苦情がある場合、苦情処理ができるができ

るようにしなければなりませんが、その際、個人で苦情を出し、個
人で管理者や教育委員会と話し合いができるでしょうか？答え
はおそらくノーです。県当局は、個々対応はしないのが原則です
し、個々の教師が教育委員会に出向いて交渉する時間など、とう
てい持てないでしょう。対応はあくまでも労働者の代表と、使用
者の代表の話し合いになります。つまり、組合に入っている人だ
けが交渉できる、ということです。組合に入ってない人の給料の
保証がどのようになるかはわからない状況です。
未加入者の皆さんの、教職員組合への加入を是非お願いしま

す。特に若い人たち、今の給料が上がらなくなってしまったらどう
しますか。中堅・ベテランの皆さん、自分の給料がよければそれで
いいですか。みんなで若い人たちの給料も支えませんか？
皆さんの組合加入をお待ちしています。

文責
沖教組八重山支部
組織部長 桃原勝

！

支
部
教
研
始
ま
る

支
部
教
研
発
足
集
会
が
五
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度

の
教
研
の
方
針
を
確
認
し
、
全
国
教
研
の
報
告
と
学
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

八
重
山
支
部
で
は
毎
年
全
国
教
研
へ
二
～
三
人
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
今
年
も
多
く
の
方
が
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
中
央
教
研
を
経

て
全
国
教
研
へ
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
か
ら
レ
ポ
ー
ト
を

準
備
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
の
学
習
会
で
は
、
島
尻
支
部
書
記
長
の
神
里
竜
司
さ
ん
を

講
師
に
「
外
国
語
教
育
の
あ
り
方
」
と
題
し
て
の
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
雑
誌
の
中
か
ら
カ
タ
カ
ナ
の
言
葉
を
探
す
。
」
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
英
語
が
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
「
流
行
歌
か
ら
英
語
を
探

す
。
」
な
ど
、
ど
の
教
科
に
も
共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、
興
味
を
持
た

せ
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
り
、
外
国
語
は
意
外
と
身
近
に
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
時
が
た
つ
の
を
忘
れ
て
聴
き
入
っ
て
し
ま
っ

た
講
演
で
し
た
。

全
国
教
研
の
報
告

プレゼンによる楽しい講演

６月２８日（土）は沖教組定期大会です。

今回は記念すべき５０回大会ですので、

多くの代議員の参加を期待しています。

大会終了後には、記念セレモニーもあります。

みんなで沖教組を盛り上げましょう！

八重山教育情報 第１号 ２０１４年６月２日（月）


